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2019 年 4 月 5 日、Hayabusa2 から切り離された Small Carry-on Impactor により射
出された質量約 2 kg 直径約 13 cm の銅弾丸は、約 2 km/s の速度で小惑星 162173 リュ
ウグウに衝突し、リュウグウ表面に直径約 14 m の人工衝突クレータを生成することに
成功した。クレータ形成時には、分離カメラ（Deployable Camera 3；DCAM3）によっ
て、イジェクタカーテン（噴出したイジェクタ粒子の集合体が逆円錐型のカーテン状の
構造を形成する）の時間発展の様子が明確に撮像された。本研究では、イジェクタカー
テンの DCAM3 画像と理論モデルを比較することで、イジェクタカーテンを構成する
イジェクタ粒子のサイズを推定する。その結果、想定されるサイズ分布に依存するが、
イジェクタ粒子のサイズ範囲は〜cm から数 10 cm と推定された。イジェクタ粒子は深
さ最大 1 m 程度の地下から放出されたと考えられるため、リュウグウの地下層は、m ク
ラスの岩塊が多くみられる最上層に比べて比較的小さな粒子で構成されていることを
示唆している。一方で、地下層は〜mm 以下のより小さい粒子に欠乏していることが示
唆される。このような地下層の粒子サイズは、リュウグウやその他の小天体の表面進化
プロセスを明らかにするための重要な指標の 1 つである。 


